
 

 

 

 

 

    熱中症予防のための新たな情報発信  

【熱中症警戒アラート】をご存知ですか？        
 

環境省と気象庁は、熱中症予防対策に資する効果的な情報発信として、令和 2年 7月から関東甲

信地方で、「熱中症警戒アラート（試行）」の発表を実施しました。令和 3年 4月下旬からは全国を対象

に、運用を開始しています。「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された

際に、危険な暑さへの注意を呼びかけ、熱中症予防行動をとっていただくよう促すための情報です。 

・  不要不急の外出は避け、昼夜を問わずエアコン等を使用する。 

・ 高齢者、子ども、障害者等に対して周囲の方々から声かけをする。 

・ 身の回りの厚さ指数（WBGT）を確認し、行動の目安にする。 

・ エアコン等が設置されていない屋内外での運動は、原則中止または延期する。 

・ のどが渇く前にこまめに水分補給するなど、普段以上に熱中症予防を実践する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険事業所番号 2161290057 

ケアーズ訪問看護 

リ ハビ リステーションみのかも 

ケアフル通信 
令和 3年 9月 №88 

ケアフル訪問看護 
リハビリステーション発行 

TEL０５７４－４９－７５７０ 

FAX０５７４－４９－７５７１ 

ケアーズ訪問看護 

「熱中症警戒アラート発表基」

準」 

☝ アラート発表時の熱中症予防行動の例 

発熱があり熱中症かも？と思った

ら、部屋を涼しくし、首や両脇、鼠

径部などの太い血管がある場所を

アイスノンなどで冷やして下さい。 

脱水症状が見られる場合は、

塩分などの電解質を同時に補

給できる経口補水液をゆっく

り飲んで下さい。 

意識もうろう・嘔吐時は

無理な水分補給はやめ、  

病院受診をして 

下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お気軽にお問合せください☆  

岐阜県美濃加茂市川合町 2丁目７－２1 

 

 

 

作業療法士の 田村 まみ です。 

利用者様が住み慣れた環境での生

活が継続できるよう支援させて頂

きます。精一杯頑張ります 

ので、よろしくお願い 

致します。 

 

9 月からケアフルに作業療法士が仲間入りです‼ 

作業療法士（OT）とは、作業を通して身体と心のリハビリステーションを行う専門家です。

基本的な動作の上に、応用的な作業や活動を積み上げていきます。精神に障害のある方への

専門的なアプローチが可能です。心身に障害のある方が自分らしく生き生きとした生活を送

ることができるように、さまざまな作業を通して心と体を支えていく職業です。日常に必要な

動作のリハビリからメンタルのケアまで、幅広くフォローしていきます。食事・排泄・洗濯・料理

などの日常生活動作のほか、調理・就労支援・体操・手芸・園芸・レクレーションなどの趣味につ

ながる動作もリハビリのメニューに取り入れます。 

訪問リハビリでOTをご希望の際にはケアフルまでお問い合わせ下さい。 

～雨上がりの空～ 

ある雨の日、加茂野地区での 

訪問が終わり外に出たら雨が止んで 

いました。清々しい空気と空には虹がかかって 

いたそうです。訪問看護師は利用者様のご自宅から

見えた虹がとてもキレイで写真を撮ったそうです。 

 


